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４． 議題 

1) 事務局報告

①各施策の進捗状況

②国際連携 WG構成員について（JEITA構成員の変更）

2) 官民 ITS構想・ロードマップ



3) 自動走行ビジネス検討会 中間取りまとめ

4) 各 WG進捗・成果

①システム実用化 WG

ⅰ）経済産業省施策

経 6-③ 信号情報等のリアルタイム活用技術等の開発及び実証 

ⅱ）民間提案 

情報セキュリティ研究開発シナリオ検討 SWG報告 

②次世代都市交通 WG

ⅰ）民間提案

-公共交通の速達性に資する乗降時手続きに関する提案（見かけ無料等） 

ⅱ）交通制約者・歩行者支援システム進捗報告 

③国際連携 WG

ⅰ）海外動向

-第 25回 ITS America年次総会(5月 31日～6月 3日)参加報告 

ⅱ）国際会議 

-2015年 7月 Automated Vehicle Symposiumへの参加について 

-Workshop準備状況 

【配布資料】 

資料１４－１－１ 各施策の進捗状況 【非公開資料】 

資料１４－１－２ H27 年度構成員案国際連携 WG 

資料１４－２－１ 官民 ITS 構想・ロードマップ 概要 

資料１４－２－２ 官民 ITS 構想・ロードマップ 本文 

資料１４－２－３ 日本再興戦略 2015 自動走行記述 

資料１４－３ 自動走行ビジネス検討会 中間とりまとめ 

資料１４－４ 前回（第 13 回・6 月 3 日開催）以降の各 WG 議論状況 【非公開資料】 

資料１４－４－１－１ 経 6-③ 信号情報等のリアルタイム活用技術等の開発及び実証 【非公開資料】 

資料１４－４－１－２ 情報セキュリティ研究開発シナリオ検討 【非公開資料】 

資料１４－４－２－１ 公共交通の速達性に資する乗降時手続きに関する提案 【非公開資料】 

資料１４－４－２－２ 交通制約者・歩行者支援システム進捗報告 【非公開資料】 

資料１４－４－３ 国際連携ＷＧまとめ資料 【非公開資料】 

資料１４－４－３－１ 第 25 回 ITS America 年次総会(5 月 31 日～6 月 3 日)参加報告 【非公開資料】 

資料１４－４－３－２ 国際会議について 【非公開資料】 

【参考資料】 

参考資料１ 自動走行システム推進委員会（第 13 回）議事要旨 

参考資料２ SIP 自動走行会議予定（7 月～9 月） 



５．議事要旨 

1)事務局報告 

 ①各施策の進捗状況について、資料 14-1-1に基づき、事務局より説明があった。 

 ②国際連携 WG構成員について、資料 14-1-2に基づき、事務局から説明があり、JEITA構成員変

更が承認された。 

2) 官民 ITS構想・ロードマップ

 資料 14-2-1、資料 14-2-2、資料 14-2-3に基づき、説明と議論があった。

3) 自動走行ビジネス検討会 中間とりまとめ

 資料 14-3に基づき、説明と議論があった。

4) 各 WG進捗・成果

 ①システム実用化 WG活動報告について、資料 14-4-1-1、14-4-1-2に基づき、説明と議論があ

った。 

 ②次世代都市交通 WG活動報告について、資料 14-4-2-1、資料 14-4-2-2に基づき、説明と議論

があった。 

 ③国際連携 WG活動報告について、資料 14-4-3、資料 14-4-3-1、資料 14-4-3-2に基づき、説明

と議論があった。 

６．その他 

 次回は 8/5 の予定。

以上 


